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１９４０年代初頭に米国でペニシリンの工業的な生産が開始されたのが、実質的にバイオ産
業が隆盛になったスタートである。日本では戦後に発酵槽の研究が合葉らによって始めら
れた。私は１９６８年に工学博士の学位をガス吸収の研究で取らせてもらったが、１９７０年か
ら新しいことにチャレンジしたいと思い、バイオ分野に足を踏み入れ、以下のような分野
の研究を行ってきた。気ままに研究テーマを変えた、ともいえるが、世の中のニーズの変
化を考えながら研究テーマを変えてきたつもりでもあった。
１９７０年頃から固定化酵素・固定化微生物の研究
１９７７年頃から微生物培養の制御
１９８３年頃から超臨界流体抽出の研究
1985年頃から動物細胞の培養・組織工学の研究
１９８７年頃から植物細胞の培養・再分化の研究
１９９２年頃から人工知能・バイオインフオマテイックスの研究
１９９２年頃からガンの温熱療法の研究
最後の研究テーマを現在も続けており、実用化するための試みも多少は行っているので、
その経験を紹介する。
腫瘍を特異的に加温するため、誘導型加温法の原理により交番磁界で発熱する磁`性微粒
子（マグネタイト）を用いた温熱療ｌ去を開発してきた。
１．正電荷脂質包埋型マグネタイト（MagnetiteCationicLiposOme,MCL）は、直径１０nｍ
のマグネタイトを正電荷脂質膜に添加してボルテックスすることで得られたリポソームで
ある。これを腫瘍組織内に注射する。ＭＣＬは腫瘍内に吸着して留まり、交番磁場を照射す
ることで腫瘍を加温できた。２００４年１月に日本化薬（株）と第一高周波工業（株）の支援
のもとに（株）ナノセラピー研究所を立ち上げ、開発を行っているが、「武士の商法」が通
用するはずもないと思うので、開発には私は直接コミットしていない。
２．抗体結合型マグネタイト(Antibody-conjugatedMagnetiteLiposome,ＡＭＬ）は、ガン
に特異的な抗体をマグネトリポソームに共有結合させて作った。血中に投与した場合、投
与量の５５％が腫瘍組織に集積していた。腫瘍特異的な加温が可能であった。文部科学省が
んトランスレーショナルリサーチ事業に平成１６年度に採択され、来年には乳癌とメラノー
マ患者に適用するべく開発研究を行っており、この経験をご紹介する。
これら、ＤＤＳのためにデザインされた磁性微粒子を用いることで、様々な部位の癌に対
して温熱療法が適用できた。さらに興味あることに、温熱により免疫活'性が向上した。
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